
発達アセスメントに基づく
コミュニケーション指導

令和４年度 近畿特別支援学校知的障害教育研究協議会（自立活動研究部）

大阪府立住之江支援学校



（１）本校の実態と取り組み

（２）小学部の取り組み

～サイン言語を中心としたコミュニケーション指導～

（３）実態把握から自立活動の指導計画の作成へ

（４）今後の課題

本日の流れ



大阪府立住之江支援学校在籍数

小学部 ７７名

中学部 ７６名

高等部 １１３名

合計 ２６６名

（１）本校の実態と取り組み



教室にいるいろいろな子どもたち

〇 音声言語でコミュニケーションができる

〇 身近なことばは理解しているが、発語がない

〇 話せるけれど、あまり声を出さない・出せない（ＡＳＤ・場面緘黙）

ジェスチャー クレーン現象

指さし

〇発語はできるけれど、不明瞭（ダウン症・構音障がい）



音声言語の表出に課題がある

（思いや要求が伝わらない）

自傷・かんしゃく・問題行動につながるおそれ
（障がいによる困難）

改善・克服を目指すためのコミュニケーション指導



知的障がい児の QOL（生活の質）の向上

コミュニケーション保障

ADL（日常生活動作）

AAC（拡大代替コミュニケーション）



障害者情報アクセシビリティ・
コミュニケーション施策推進法

全ての障がい者が、あらゆる分野の活動に参加するために

障がい者による情報の取得利用・意思疎通に係る施策を

総合的に推進する（共生社会の実現）

Ｒ４年５月施行 「利用しやすさ」

障がいがあることで、

必要な情報が得られない

意志疎通が難しい



基本理念

①障害の種類・程度に応じた手段を選択できる

ようにする

②日常生活・社会生活を営んでいる地域に

かかわらず等しく情報取得ができるようにする

③障がい者でない者と同一内容の情報を同一時点に

おいて取得できるようにする

④高度情報通信ネットワークの利用・情報通信技術

の活用を通じて行う（デジタル社会）

〇障害者基本法に反映・障害者白書に実施状況を明示
〇施策の実施に必要な法制上・財政上の措置等

障害者情報アクセシビリティ・コミュニケーション施策推進法



本校の取り組み

① 授業研究シート

② 自立活動についての教職員アンケート（令和４年度）

③ A²［支援のための発達アセスメントツール］

（ A²「個別の教育支援計画」ツールより）



①授業研究シート

基礎設定・環境 主体的な学び

対話的な学び 深い学び

学校全体が「主体的・対話的で深い学び」を実現するための
支援のアイディアリスト（毎年１回、全ての授業で実施）

支援・配慮・設定



本校のカリキュラムマネジメント

学部または教科会で

ディスカッションを行う



4つの領域比較 [基礎設定・主体的・対話的・深い学び］

令和２年度 全校

コミュニケーション
の指導に課題がある

18％



令和２年度 ４つの領域比較［基礎設定・主体的・対話的・深い学び］

【小学部】

【中学部】

【高等部】

21％

22％

14％

コミュニケーションに関連する支援の課題



コミュニケーションの指導に

力を入れよう！



AAC（拡大・代替コミュニケーション）

PECS Drop Tap
絵カード交換式

コミュニケーションシステム
VOCAタイプのAACソフトウェア

（音声を出力するコミュニケーションのための機器）

自発的なコミュニケーションを
育むことができるツール

ツール要・非音声系 ツール要・音声系



日本全国で通じる言語
（一部、地域性あり）

簡単な単語・動詞など

いつでも、どこでも、誰でも
無料で使える

手話をベースにしたサイン

緑木の妖精 ミドちゃん

AAC（拡大・代替コミュニケーション）



〇 絵カードを準備して掲示し、いつでも確認できるようにする

〇 児童・生徒に対して、教員が動作の見本を提示する

〇 ことばを声に出しながら、サインの表出を促す

〇 要求を表すサインから始め、語彙を増やす

可能であれば定型文等に発展させる

「ミドちゃんのサインカード」



サインを使うと発語が減る？

〇「伝わる」という経験を重ねる

〇「伝えたい」という気持ちを育てる

〇話しことばの前提となることばの概念を育てる

〇 コミュニケーションの力を高める

〇 音声言語獲得の糸口になる場合もある

「手の動きと同時に声を出す」という

指導により、発語が促進される！



どんな場面で使える？

〇単語・指文字でのコミュニケーション

定型文を組み合わせる

〇授業の開始・終わりのあいさつ

〇絵本の読みきかせ（「くりかえし」があるもの）



「朝の会」をしよう

きりつ ちゃくせき



いま から

あさの かいを はじめます



きょうの てんきは

はれ あめ くもり



4つの領域比較 [基礎設定・主体的・対話的・深い学び］

令和３年度 全校

２ポイント改善

18％→20％



令和３年度 ４つの領域比較［基礎設定・主体的・対話的・深い学び］

【小学部】

【中学部】

【高等部】

21％→27％

22％→21％

14％→17％

特に小学部で改善

全体として、コミュニケーション支援が増えた



② 自立活動についての教職員アンケート（令和4年度）

「６区分」の中で特に力を入れて取り組んでいる項目（複数回答可）

健康の保持

9人

9%
心理的な安定

19人

18%

人間関係の形成

24人

23%
環境の把握

5人

5%

身体の動き

11人

11%

コミュニケーション

35人

34%

全体

「コミュニケーション」に力を入れている教員が多い



「６区分」の中で特に力を入れて取り組んでいる項目（複数回答可）

各学部とも、傾向は似てますね！



（小）・絵カード、写真カードの使用（視覚支援）［８人］

・サイン、ジェスチャーの使用［６人］

・「ちょうだい」などの意思表出を増やす、気持ちを伝える［４人］

・言葉でのやり取り ・丁寧語の指導

・実態に応じて、コミュニケーションの取り方の幅を広げる

（言葉、ジェスチャー、選択肢、絵カードを触る）［２人］

（中）・絵カード（視覚支援）［２人］ ・サイン

・ことばづかいの指導（ロールプレイングなど）

・自分の要求を伝える ・iPadの使用

（高）・あいさつ（友だちとの会話、プリント学習）［２人］

・見本を提示する（報告の仕方など）

・サイン ・iPadの使用 ・視覚支援

自立活動の具体的な取り組み（コミュニケーション）



③ A²［支援のための発達アセスメントツール］

（ A²「個別の教育支援計画」ツールより）

アセスメントレーダーから「自立活動」を考える

（児童生徒全員に実態把握を実施）



サインの指導は、どんな子どもに向いてる？

「理解言語」＋「作業」が得意

発語はほとんどないが、
指示は理解している



コミュニケーション
(2) 言語の受容と表出に関すること

サインを活用し、表出言語を増やす

「今日」「昨日」などの時制を伝えられるようになり、
コミュニケーションの幅が広がった

今日 昨日





（２）小学部の取り組み

～サイン言語を中心としたコミュニケーション指導～



＜ ことば（表出） ＞

会話
指さしなど何もなし

＜ コミュニケーション ＞

目線を合わせることが難しい

気持ちの共有が難しい

指導者の意図が伝わりにくい

単語



ことばとコミュニケーション支援の効果

サインを使用することで

・発音が不明瞭な児童同士でも、コミュニケーションが
とれる。

・伝えたい言葉がスムーズにでるようになった。

・言葉が話せなくても言語表出ができるようになった。

ことばの支援

・日常生活で、ことばに触れる機会を多くもつことで、
言語活動に広がりがでてきている。



（３）実態把握から自立活動の指導計画の作成へ

実態把握から具体的な指導内容を設定するまでの流れの例

『学習指導要領解説自立活動編（幼・小・中）』P.28



R４年度 新転任者研修会にて実施



福島県特別支援教育センターより

『自立活動の指導のための早見表』

※あくまでも参考資料です



『授業研究シート』

住之江支援学校ＨＰ → トップ → 学校長より → カリキュラムマネジメント

支援のアイディアリスト

としてご活用ください



（４）今後の課題

中学部・高等部への引継ぎ

進路先への引継ぎ

サイン言語の保護者・家庭との共通理解

サインカードを自由にカスタムできるようにする

他の AACツールの併用・活用

本人にとって、一番負担の少ない方法を選択する





※この指文字表は『親子でまなぼう！はじめての手話楽しみながら基本がわかる』
（メイツ出版株式会社）を一部参考に作成しました



※この指文字表は『親子でまなぼう！はじめての手話楽しみながら基本がわかる』
（メイツ出版株式会社）を一部参考に作成しました





『A²』は、住之江支援学校ホームページ
よりダウンロードできます

※「幼・保」「小」「中・高」の３段階があります

https://www2.osaka-c.ed.jp/suminoe-s/a/


